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後
藤
寿
庵
の
遺
徳
に
感
謝
し
て

水
沢
教
会
主
催
で
「
春
の
後
藤
寿
庵
大
祈
願
祭
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復
活
祭
を
迎
え
る
季
節
に
な
る
と
、

寿
庵
堰
に
水
が
流
れ
、
５
月
に
は
胆
沢

（
い
さ
わ
）
平
野
一
帯
が
緑
に
染
ま
っ

て
い
く
。 

 
後
藤
寿
庵
は
、
出
生
も
最
期
も
定
か

で
な
い
が
、
五
島
列
島
の
宇
久
島
に
渡

っ
て
洗
礼
を
う
け
「
ジ
ョ
ア
ン
（
ヨ
ハ

ネ
）
」
の
霊
名
を
受
け
、
以
後
姓
を
五

島
（
後
に
後
藤
と
改
名
）
、
名
を
寿
庵

と
称
し
た
と
い
わ
れ
る
。 

約
400
年
前
、
伊
達
政
宗
の
家
臣
と
し

て
、
１
６
１
２
年
１
２
０
０
石
を
与
え

ら
れ
現
在
の
水
沢
市
福
原
の
領
主
と

な
っ
た
。
水
不
足
に
苦
し
ん
で
い
た
農

民
を
救
お
う
と
胆
沢
川
か
ら
水
を
引

く
堰
を
完
成
さ
せ
、
胆
沢
の
荒
れ
た
原

野
を
岩
手
県
一
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の

穀
倉
地
帯
と
な
る
基
礎
を
築
い
た
。
こ

の
堰
は
「
寿
庵
堰
」
と
呼
ば
れ
地
域
の

人
々
か
ら
今
な
お
感
謝
と
尊
敬
の
念

を
集
め
て
い
る
。 

 

今
年
の
「
春
の
後
藤
寿
庵
大
祈
願

祭
」
は
水
沢
教
会
の
主
催
で
、
５
月
31

日
（
日
）
の
聖
霊
降
臨
祭
の
日
に
胆
沢

平
野
土
地
改
良
区
の
一
室
で
行
わ
れ

た
。
奥
州
市
長
、
市
議
会
議
長
を
は
じ

め
地
域
住
民
や
、
一
関
、
北
上
、
花
巻
、

上
堂
の
各
教
会
信
徒
ら
お
よ
そ
110
名

が
参
列
し
た
。 

 

ミ
サ
で
は
、
佐
藤
守
也
神
父
が
説
教

の
後
、
田
畑
と
参
加
者
た
ち
を
祝
別
し
、

秋
の
豊
か
な
実
り
を
願
い
、
祈
り
を
さ

さ
げ
た
。
最
後
に
寿
庵
賛
歌
を
参
加
者

全
員
で
歌
っ
た
。 

 

秋
に
は
、
感
謝
祭
が
地
元
の
主
催
で

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 

 

同
祭
実
行
委
員
の
千
葉
劜
子
（
あ
つ

こ
）
さ
ん
は
、
寿
庵
祭
へ
の
思
い
を
以

下
の
よ
う
に
寄
せ
て
く
れ
た
。 

９
年
間
寿
庵
祭
に
尽
力
さ
れ
た
佐

藤
修
神
父
が
花
巻
教
会
に
異
動
し
、
佐

藤
守
也
神
父
が
、
一
関
か
ら
来
て
下
さ

る
こ
と
に
な
り
、
参
加
者
も
ほ
ぼ
例
年

並
み
と
な
り
ホ
ッ
と
し
た
。 

信
徒
た
ち
も
高
齢
に
な
り
祭
り
の

運
営
も
大
変
に
な
っ
て
き
た
が
、
地
元

の
方
々
、
特
に
福
原
（
福
音
の
原

．
．
．
．
の
意

で
寿
庵
が
命
名
）
の
老
人
ク
ラ
ブ
の

方
々
が
寿
庵
廟
の
周
囲
を
掃
除
し
て

下
さ
っ
た
り
、
胆
沢
土
地
改
良
区
の
若

い
力
な
ど
、
多
く
の
方
々
が
力
を
貸
し

て
く
だ
さ
っ
た
。
地
元
の
方
々
の
後
藤

寿
庵
を
顕
彰
す
る
想
い
が
察
せ
ら
れ

る
。 

 

か
つ
て
は
、
神
社
が
行
っ
て
き
た
こ

の
祭
り
を
教
会
が
主
催
し
て
行
う
よ

う
に
な
っ
て
60
年
を
迎
え
よ
う
と
し

て
い
る
。
１
９
５
０
年
に
ヨ
セ
フ
・
フ

ゲ
ン
ド
ブ
レ
ル
神
父
（
ベ
ト
レ
ヘ
ム
外

国
宣
教
会
）
が
一
関
教
会
の
信
徒
の
協

力
で
始
め
た
の
が
第
１
回
の
寿
庵
祭

だ
っ
た
。
ヨ
セ
フ
神
父
は
、
人
生
の
す

べ
て
を
岩
手
県
の
司
牧
に
尽
力
し
、
６

月
半
ば
に
休
暇
で
ス
イ
ス
へ
帰
国
さ

れ
た
。
寿
庵
祭
を
行
う
こ
と
で
福
原
地

区
民
と
教
会
信
徒
が
寿
庵
の
水
に
結

ば
れ
て
い
る
。
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
こ
れ
か
ら
も
も
寿
庵
を
顕
彰
し
て

い
き
た
い
。 

 

ま
た
、
昨
年
11
月
に
列
福
さ
れ
た
ペ

ト
ロ
岐
部
神
父
は
、
水
沢
地
区
宣
教
の
さ

な
か
に
捕
ら
え
ら
れ
江
戸
で
殉
教
し
て

い
る
。「
後
藤
寿
庵
と
ペ
ト
ロ
岐
部
神
父
」

に
つ
い
て
近
い
将
来
寿
庵
祭
で
講
話
が

出
来
る
よ
う
準
備
し
て
い
る
。 

２
０
０
６
年
４
月
に
「
内
部
告

発
者
を
守
る
法
」
が
施
行
さ
れ

て
３
年
経
っ
た
。
さ
る
６
月
８

日
テ
レ
ビ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

56
％
の
人
は
外
部
に
自
分
の
知

り
え
た
内
部
の
恥
を
さ
ら
け
出
す
こ
と

を
た
め
ら
う
と
答
え
た
そ
う
だ
。
▼
そ

れ
で
も
食
品
の
偽
装
、
病
院
の
不
正
請

求
、
公
共
工
事
の
不
正
入
札
な
ど
内
部

か
ら
し
か
出
て
こ
な
い
と
思
わ
れ
る
不

正
が
明
る
み
に
出
て
く
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
き
た
。
「
体
制
の
中
に
正
義
あ

り
」
と
い
う
発
想
に
慣
ら
さ
れ
て
き
た

私
た
ち
の
思
考
パ
タ
ー
ン
が
変
わ
り
つ

つ
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
外
に
漏
ら
す
内

部
の
不
満
分
子
と
し
て
で
は
な
く
、
内

に
透
明
性
を
高
め
、
外
に
勇
気
あ
る
行

動
に
よ
っ
て
社
会
を
変
え
て
行
く
預
言

者
的
な
行
動
を
と
り
得
る
か
。
▼
私
た

ち
は
社
会
の
中
で
、「
小
さ
な
群
れ
」
で

し
か
な
い
が
、
体
制
の
中
に
埋
没
す
る

こ
と
な
く
「
地
の
塩
」
と
し
て
生
き
よ

と
い
う
み
こ
と
ば
に
励
ま
さ
れ
て
い
る
。 

（
守
） 

生命の泉【
訂
正
】
教
区
報
187
号
「
生
命
の
泉
」

冒
頭
で
、
鯖
江
豊
の
「
肉
食
の
思
想
」

と
書
き
ま
し
た
が
、
同
書
の
著
者
は
鯖

田 

豊
之
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い

た
し
ま
す
。 



（２）

 

第
26
回
目
の
東
和
町
「
キ
リ
シ
タ
ン

の
里
ま
つ
り
」
が
今
年
も
６
月
７
日

（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
。 

 

二
日
続
い
た
雨
も
奇
跡
的
に
晴
れ
、

20
年
間
連
続
と
な
る
青
空
ミ
サ
が
「
三

経
塚
史
跡
会
場
」
で
行
わ
れ
た=
写
真=
。 

 

今
年
は
白
河
教
会
を
中
心
と
し
た

巡
礼
団
が
参
加
、
ま
た
札
幌
、
盛
岡
、

東
京
、
京
都
、
大
阪
、
遠
方
の
熊
本
か

ら
の
参
加
者
も
あ
っ
た
。
石
巻
教
会
か

ら
は
子
供
た
ち
も
参
加
し
山
頂
は
厳

か
な
中
に
も
賑
わ
い
が
感
じ
ら
れ
た
。 

 

東
和
町
の
自
治
体
の
理
解
を

得
て
継
続
さ
れ
て
い
る
こ
の
ミ

サ
と
祭
り
は
、
登
米
市
内
に
お

い
て
も
次
第
に
認
知
さ
れ
、
大
籠
と
米

川
の
キ
リ
シ
タ
ン
遺
跡
の
重
要
性
が

認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。 

 

ミ
サ
の
主
司
式
を
つ
と
め
た
高
橋

昌
神
父
は
説
教
で
東
北
各
地
に
お
け

る
殉
教
の
歴
史
を
話
さ
れ
た
。 

 

資
料
が
乏
し
い
米
川
の
殉
教
の
歴

史
で
は
あ
る
が
、
一
生
を
か
け
て
研
究

し
て
い
き
た
い
も
の
だ
と
、
心
に
湧
き

あ
が
る
も
の
を
感
じ
た
ミ
サ
で
あ
っ

た
。 

 

（
米
川
教
会 

佐
藤
憲
一
） 

 

 

例
年
、
宮
城
県
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
連
絡
協
議
会
は
、
県

大
会
が
終
了
し
た
翌
月
（
通

常
８
月
）
に
例
会
を
開
き
、

大
会
の
反
省
が
な
さ
れ
、
さ

ら
に
翌
年
の
大
会
に
向
け

て
準
備
が
開
始
さ
れ
ま
す
。 

 

今
年
度
の
大
会
準
備
も

昨
年
の
８
月
上
旬
か
ら
今

年
の
５
月
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ

３
回
の
例
会
と
役
員
会
を

開
き
、
全
小
教
区
か
ら
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
と
協
議
会
委

員
の
意
見
を
合
わ
せ
て
、
大

会
テ
ー
マ
と
内
容
、
開
催
地

を
決
定
し
ま
し
た
。今
回

の
大
会
で
は
、「
活
性
化

研
修
会
の
テ
ー
マ
に
関

連
し
た
も
の
を
引
き
続

き
大
会
テ
ー
マ

に
」
と
の
意
見
も

あ
り
ま
し
た
が
、

「
県
内
教
会
、
信

徒
間
の
交
流
を

深
め
る
工
夫
を

し
て
ほ
し
い
」

「
肩
の
凝
ら
な

い
楽
し
い
県
大

会
に
し
て
ほ
し

い
」
と
の
声
も
多

く
寄
せ
ら
れ
、
協

議
の
結
果
、「
県

内
の
信
徒
が
一

つ
の
場
所
に
集

ま
り
、
ご
ミ
サ
を

さ
さ
げ
る
こ
と

が
大
会
の
主
目
的
で
あ
る
こ
と
」
を
確
認

し
、
わ
た
し
た
ち
信
仰
共
同
体
の
仲
間
が

知
り
合
う
機
会
を
多
く
設
け
ま
し
た
。
参

加
者
の
皆
さ
ん
が
気
楽
に
お
話
を
交
わ

し
親
交
を
深
め
、
よ
り
生
き
生
き
と
し
た

ご
ミ
サ
に
な
り
ま
す
よ
う
に
願
っ
て
お

り
ま
す
。 

 

第
37
回
カ
ト
リ
ッ
ク
宮
城
県
大
会 

大
会
テ
ー
マ 

「
共
に
集
い
、
語
ら
い
、
祈
る
」 

日
時 

２
０
０
９
年
７
月
５
日
（
日
） 

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分 

会
場 

石
巻
市
民
会
館 

講
演
「
支
倉
常
長
と
宮
城
の
キ
リ
シ
タ
ン
」

講
師 

伊
達 

宗
弘
（
前
宮
城
県
図
書
館
長
） 

大
会
ミ
サ 

主
司
式 

平
賀
徹
夫
司
教 

他
に
「
こ
ど
も
の
つ
ど
い
」「
中
高
生
の

つ
ど
い
」
も
併
せ
て
開
催
さ
れ
る
。 

三
経
塚
に
聖
歌
流
れ
て 

全
国
か
ら
120
名
が
集
う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７･

８
月 

 

7･

2
㊍ 

社
会
司
教
委
員
会 

5
㊐ 

カ
ト
リ
ッ
ク
宮
城
県
大
会 

8 

～
9 

東
京
教
会
管
区
会
議 

11
㊏ 

社
会
司
教
委
員
会
・
仙
台
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

14
㊋ 

司
祭
評
議
会
・
教
区
司
祭
団
役
員
会 

18
㊏  

宣
教
司
牧
評
議
会
役
員
会  

27
㊊ 

教
区
司
祭
団
月
例
会 

28
～
29 

岩
手
県
カ
ト
幼
教
職
員
研
修
会 

8･

2
㊐ 

一
本
杉
教
会 

9
㊐ 

平
和
を
求
め
る
ミ
サ
（
元
寺
小
路
） 

  

18
㊋ 

青
森
県
カ
ト
幼
教
職
員
研
修
会 

19
㊌ 

福
島
県
カ
ト
幼
教
職
員
研
修
会 

22
㊏ 

エ
イ
ズ
・
ホ
ス
ピ
ス
講
演
会
（
仙
台
） 

23
～
24
部
落
差
別
人
権
委
・
夏
季
合
宿 

30
㊐ 

弘
前
教
会
・
五
所
川
原
教
会 

31
㊊ 

仙
台
教
区
の
司
祭
集
会 

司
教
日
程

「２００９    「キリスト信者の良心」 
司教 マルチノ平賀徹夫

       去る６月15日から20日まで、日本司教団の定例総会が

開かれました。６月 28 日付カトリック新聞で、あるいはそれより早

く、６月 19 日付の一般紙（朝日新聞）にも記事が載っていましたか

らお読みになったかと思いますが、今総会の重大な議案の一つは「日

本の裁判員制度についての司教協議会の対応」という件でした。問題

の発端は、カトリック教会法典には「聖職者は、国家権力の行使への

参与を伴う公職を受諾することは禁じられる」（第 285 条第３項）と

あるが、司祭や修道者が裁判員候補となった場合どうすればいいか、

という問いでした。司教協議会には「教会行政法制」を扱う委員会が

あって、その委員会から条文の解釈についてバチカンに問い合わせを

し、その回答をふまえて司祭・修道者向けと一般信徒向けに司教団と

しての対応を発表したのです。 
司祭・修道者には、「裁判員候補となった場合は、（過料を払ってで

も）辞退することを勧める」ということになりました。一般信徒に対

しては、ある意味で全く当然のことですが、「各自がそれぞれの良心

に従って対応するように」ということですが、ぜひ、「信徒の皆様へ」

というメッセージをお読みください。 
 「各自が良心に従って対応する」ことには二重の意味があります。

まず、裁判員候補として選ばれた場合、受諾するか受諾しないか、で

す。「私は市民として、キリスト者として、福音の精神に導かれて、

地上の義務を忠実に果たすために受諾する」という人もいるでしょ

う。「ケースによっては死刑判決にも関わらざるを得ないこともあり

得るし、福音の精神を考えると受諾することは良心的にできない」と

いう人もいるでしょう。各自がそのどちらの結論に至ったとしても司

教団はその対応を支持する、と表明しました。次に、受諾した場合、

判決を考える際に従うべきキリスト信者としての良心、ということで

す。そのキリスト信者の良心とは、人間・市民としての良心だけでな

く、「いのちをやさしさといつくしみをもって見守る神のまなざし」

とつながったものであってほしい、と司教団は期待しています。 
 私たちは、キリスト信者として福音の精神によって良心をつちかい

育て、社会の中のどんな場面にあっても、その良心に従って生きてい

くわけです。 

宮城県カトリック大会の企画・準備をして 

宮城県カトリック教会連絡協議会 

前会長 岡田 耕二（八木山教会） 



（３） 

５
月
９
日
・
10
日
、
鹿
児
島
県
鹿

屋
市
の
国
立
療
養
所
で
開
催
さ
れ
た

ハ
ン
セ
ン
病
市
民
学
会
に
教
区
人
権

を
考
え
る
委
員
会
か
ら
、
芳
賀
隆
太
朗

（
北
仙
台
）・
御
供
真
人
（
一
本
杉
教

会
）
の
両
名
が
派
遣
さ
れ
て
参
加
し
た
。 

今
年
は
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
隔
離

政
策
が
進
め
ら
れ
て
か
ら
百
年
。  

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
国
内
感

染
が
話
題
と
な
り
、
感
染
者
の
診
療
拒

否
や
隔
離
、
誹
謗
中

傷
が
行
わ
れ
る
中

で
、
誰
か
を
排
除
し

て
安
心
す
る
の
で

は
な
く
、
正
し
い
知

識
と
冷
静
な
対
応

と
、
一
人
ひ
と
り
の

権
利
を
大
切
に
す

る
視
点
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
、
ハ
ン

セ
ン
病
問
題
の
教

訓
か
ら
学
ぶ
こ
と

が
出
来
た
。  

大
会
に
は
全
国
か
ら
約
900
人
の
参

加
者
が
集
ま
り
「
隔
離
の
百
年
か
ら
共

生
の
明
日
へ
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
下
、

９
日
は
療
養
所
入
所
者
や
国
賠
訴
訟

弁
護
団
な
ど
の
パ
ネ
リ
ス
ト
に
よ
る

基
調
報
告
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
聴
講
し
、

10
日
の
午
前
は
「
将
来
構
想
」
に
つ

い
て
の
分
科
会
に
参
加
。  

入
所
者
が
高
齢
化
す
る
中
、
安
心
し

て
余
生
を
過
ご
せ

る
医
療
・
看
護
・
介

護
体
制
の
充
実
の

た
め
、
一
般
市
民
が
利
用
で
き
る
施
設

を
併
設
す
る
な
ど
療
養
所
を
地
域
に

開
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
ハ
ン
セ
ン

病
問
題
基
本
法
が
制
定
さ
れ
、
各
療
養

所
は
基
本
法
に
基
づ
く
「
将
来
構
想
」

作
り
を
行
っ
て
い
る
。  

し
か
し
ず
っ
と
療
養
所
に
隔
離
さ

れ
て
暮
ら
し
て
き
た
入
所
者
が
自
ら

「
将
来
構
想
」
を
作
る
こ
と
は
難
し
く
、

財
政
難
で
療
養
所
職
員
は
減
り
続
け
、

療
養
所
が
維
持
さ

れ
る
の
か
、
後
遺
症

や
高
齢
化
で
体
の

不
自
由
度
が
増
す

中
で
ケ
ア
が
十
分

に
さ
れ
る
の
か
、
と

い
う
不
安
を
抱
え

て
い
る
現
状
を
、
当

事
者
の
生
の
声
で

聞
く
機
会
を
得
た
。  

一
般
社
会
の
理

解
と
支
持
が
必
要

で
あ
る
。  

午
後
は
青
年
・
学
生
部
会
に
参
加
し
、

10
代
か
ら
30
代
ま
で
の
20
名
ほ
ど

で
語
り
合
っ
た
が
、
多
く
の
若
い
人
た

ち
が
熱
心
に
活
動
し
て
い
る
こ
と
に

驚
く
と
と
も
に
、
同
世
代
の
交
流
が
重

い
問
題
で
あ
っ
て
も
敷
居
を
低
く
す

る
力
に
な
る
し
、
関
心
を
持
つ
き
っ
か

け
に
も
な
る
、
と
感
じ
た
。  

ハ
ン
セ
ン
病
は
感
染
力
が
弱
く
、
薬

で
治
る
病
気
で
あ
る
。
現
在
、
療
養
所

に
入
所
し
て
い
る
方
は
、
み
な
病
気
が

治
っ
た
元
患
者
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
わ
が
国
で
は
、
療
養
所
に
隔
離

す
る
政
策
を
続
け
た
。  

 

裁
判
で
国
が
過
ち
を
認
め
た
が
、
す

で
に
高
齢
化
が
進
み
、
社
会
に
復
帰
す

る
こ
と
が
出
来
な
い
。  

そ
し
て
科
学
的
に
感
染
の
恐
れ
が

な
い
と
分
か
っ
て
い
る
現
在
で
も
、
温

泉
旅
館
の
宿
泊
を
拒
否
さ
れ
、
さ
ら
に

旅
館
の
形
式
的
な
謝
罪
を
拒
否
し
た

元
患
者
へ
社
会
か
ら
誹
謗
中
傷
が
寄

せ
ら
れ
た
。（
黒
川
温
泉
宿
泊
拒
否
事

件
）  苦

し
め
ら
れ
被
害
を
受
け
た
側
が

行
動
を
起
こ
す
と
、
お
前
た
ち
は
お
と

な
し
く
し
て
い
ろ
と
い
う
排
除
を
、
歪

ん
だ
正
義
感
で
行
う
人
が
今
で
も
い

る
の
が
現
実
。  

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
は
過
去
の
も
の

で
は
な
い
。  

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ

な
ど
の
感
染
症
や
、
強
い
立
場
や
集
団

で
意
見
の
異
な
る
人
を
排
除
す
る
い

じ
め
の
よ
う
に
、
教
会
を
含
む
私
た
ち

の
現
在
の
問
題
と
同
じ
構
図
で
あ
る
。。  

だ
か
ら
こ
そ
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を

風
化
さ
せ
ず
そ
の
教
訓
を
学
ぶ
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。  

権
力
を
も
っ
て
、
集
団
で
、
他
人
を

排
除
す
る
こ
と
の
お
そ
ろ
し
さ
。  

そ
の
空
気
が
ど
う
作
ら
れ
る
の
か

を
知
り
、
よ
く
自
分
の
頭
で
考
え
、
自

分
の
心
で
判
断
し
て
、
次
の
排
除
を
起

こ
さ
な
い
、
排
除
に
加
わ
ら
な
い
、
心

の
備
え
が
必
要
。
と
い
う
考
え
に
よ
っ

て
、
教
区
人
権
を
考
え
る
委
員
会
は
、

今
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
を
テ
ー
マ
と
し

て
活
動
し
て
い
る
。 

（
人
権
を
考
え
る
委
員
会 

御
供 

真
人
）  

時
を
こ
え
る
「
社
会
・
自
分
」
の
責
任 

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
基
本
法
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
が
そ
れ
は
決
し
て
ゴ
ー

ル
で
は
な
く
、
社
会
で
あ
る
私
た
ち
の

意
識
を
改
め
な
け
れ
ば
ま
た
同
じ
過

ち
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
入

所
（
退
所
）
者
の
生
活
や
親
族
へ
の
援

助
な
ど
保
障
は
さ
れ
て
い
ま
す
が
高

齢
化
も
進
み
、
親
族
、
友
人
、
自
分
の

実
名
を
も
奪
わ
れ
何
十
年
と
療
養
所

で
生
活
し
て
い
た
方
々
は
こ
の
「
社

会
・
私
た
ち
」
で
暮
ら
し
て
行
け
る
の

で
し
ょ
う
か
。
今
後
こ
の
基
本
法
が
テ

レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ

る
機
会
が
増
え
る
ほ
ど
「
社
会
・
私
た

ち
」
が
強
制
隔
離
さ
れ
た
患
者
さ
ん
た

ち
や
差
別
事
件
、
国
が
続
け
た
（
放
置

し
た
）
政
策
の
歴
史
を
学
び
、
感
じ
、

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
感
性
・
意
義
が
問
わ
れ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。 

 

無
ら
い
県
運
動
で
は
地
域
住
民
や

教
師
つ
ま
り
「
社
会
・
私
た
ち
」
が
発

病
者
の
あ
ぶ
り
出
し
に
協
力
し
ま
し

た
。
何
十
年
も
療
養
所
で
暮
ら
し
「
も

う
、
放
っ
て
お
い
て
く
れ
」
と
言
う
入

所
者
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
ん
な

「
社
会
・
私
・
み
な
さ
ん
」
に
キ
ラ
キ

ラ
し
た
希
望
の
未
来
を
願
う
入
所
者

の
方
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
を
忘
れ
る
事
は
で
き
ず
、
切
な
く
も

あ
り
胸
が
突
き
上
げ
ら
れ
る
思
い
で

す
。 ７

月
11
日
は
元
寺
小
路
教
会
で
人

権
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
、
平
賀
司

教
の
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
お
話
を
は

じ
め
多
く
の
司
教
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
私
も
手
伝
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。 今

回
の
市
民
学
会
の
報
告
や
人
権

を
考
え
る
委
員
会
に
少
し
で
も
関
心

を
も
っ
て
い
た
だ
け
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
れ
ば
お
気
軽
に
お
声
が
け
く
だ

さ
い
。 

（
人
権
を
考
え
る
委
員
会 

芳
賀
隆
太
朗
） 

 

（ 

）
内
は
前
任
地 

青
森
県 

 

横
島
健
二 

八
戸
塩
町
、
鮫
教
会
主
任

(

築
館
、
米
川
主
任) 

佐
々
木
博 

大
湊
主
任
兼
任 

首
藤
正
義 

野
辺
地
主
任
兼
任 

宮
城
県  

川
崎
忠
紀 

築
館
、
米
川
主
任(

八
戸
塩

町
、
鮫
町
、
大
湊
助
任) 

療
養  

氏
家
和
仁 

仙
台
司
教
館
気
付
（
八
戸

塩
町
、
鮫
町
、
大
湊
主
任
） 

引
退  

高
瀬
和
夫 

仙
台
司
教
館(

野
辺
地
主
任) 

集
団
で
他
人
を
排
除
す
る
恐
ろ
し
さ

 
 

「
ハ
ン
セ
ン
病
市
民
学
会
」
に
学
ぶ 

教
区
司
祭
団
異
動(

５
月
１
日
付
）

分科会のひとコマ 



（４）

 

「
髭
の
土
井
さ

ん
」
の
愛
称
で
親

し
ま
れ
て
い
た

ヨ
ゼ
フ
土
井
文

雄
神
父
は
、
５
月

３
日
午
前
０
時
37
分
、
入
院
先
の
光

ヶ
丘
ス
ペ
ル
マ
ン
病
院
で
肝
細
胞

癌
の
た
め
帰
天
さ
れ
た
。
80
歳
。 

 

通
夜
は
、
５
月
４
日
（
月
）
午
後

６
時
か
ら
梅
津
明
生
神
父
の
司
式

で
、
葬
儀
・
告
別
式
は
５
日
（
火
）

午
前
11
時
か
ら
平
賀
徹
夫
司
教
の

司
式
で
、
い
ず
れ
も
元
寺
小
路
教
会

大
聖
堂
で
執
り
行
わ
れ
た
。 

 

土
井
文
雄
神
父
は
、
１
９
２
９
年

東
京
に
生
ま
れ
、
１
９
５
６
年
司
祭

に
叙
階
さ
れ
た
。 

 

元
寺
小
路
教
会
・
畳
屋
丁
教
会
・

津
谷
教
会
・
塩
釜
教
会
・
湯
本
教

会
・
大
船
渡
教
会
・
八
戸
教
会
・
鮫

教
会
な
ど
で
司
牧
に
あ
た
り
、
晩
年

は
病
と
闘
い
な
が
ら
大
湊
教
会
の

主
任
司
祭
を
つ
と
め
る
一
方
、
仙
台

白
百
合
学
園
・
聖
ウ
ル
ス
ラ
学
院
小

学
校
で
講
師
を
務
め
、
小
さ
き
花
幼

稚
園
・
塩
釜
幼
稚
園
・
海
の
星
幼
稚

園
・
八
戸
イ
メ
ル
ダ
幼
稚
園
な
ど
で

園
長
を
歴
任
し
た
。 

 

１
９
７
６
年
か
ら
１
９
８
１
年

ま
で
は
、
司
教
総
代
理
を
元
寺
小
路

教
会
主
任
と
兼
務
。 

 

晩
年
、
「
俺
は
、
死
ぬ
ま
で
大
湊

に
い
る
」
と
豪
語
し
て
い
た
が
、
昨

年
12
月
、
平
賀
司
教
の
説
得
に
従
い

引
退
、
司
祭
の
家
に
移
っ

た
。 

 

も
み
あ
げ
か
ら
顎
ま

で
白
い
髭
を
伸
ば
し
、
ほ
ほ
の
あ
た

り
の
髭
を
指
で
く
る
く
る
ね
じ
り

な
が
ら
話
す
の
が
癖
で
、
サ
ン
グ
ラ

ス
の
奥
の
や
さ
し
い
目
と
は
対
照

的
に
、
豪
快
な
笑
い
声
と
、
大
き
な

く
し
ゃ
み
が
印
象
的
だ
っ
た
。 

土
井
神
父
様
を
偲
び 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

八
戸
塩
町
教
会 

西
田 

昌
弘 

昨
年
の
３
月
、
土
井
文
雄
神
父
様

は
、
大
湊
の
病
院
で
危
篤
状
態
と
の

連
絡
を
受
け
ま
し
た
。
見
舞
っ
た
人

の
話
で
は
食
事
も
取
れ
ず
、
チ
ュ
ー

ブ
に
繋
が
れ
寝
た
き
り
で
あ
る
と

の
こ
と
。
ど
ん
な
に
苦
し
ん
で
い
る

の
か
と
思
い
つ
つ
車
で
友
人
と
病

院
に
着
き
、
長
い
廊
下
を
急
い
で
病

室
に
向
か
う
と
ベ
ッ
ド
に
神
父
様

の
お
姿
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

廊
下
に
看
護
師
さ
ん
が
い
た
の
で

尋
ね
る
と
、
廊
下
の
奥
を
指
差
し 

「
向
こ
う
で
す
」
と
の
こ
と
、
そ
ち

ら
に
向
か
う
と
そ
こ
は
食
堂
。
そ
こ

に
神
父
様
が
ス
プ
ー
ン
を
持
っ
て

流
動
食
を
口
に
運
ん
で
い
る
姿
に

び
っ
く
り
、
狐
に
つ
ま
ま
れ
た
と
は

こ
の
こ
と

な
の
で
し

ょ
う
ね
。

お
話
も
し

っ
か
り
し

て
お
り
、

前
日
か
ら

起
き
だ
し

食
事
も
取

り
始
め
た
と
の
こ
と
、
友
人
と
奇
跡

が
起
き
た
と
神
に
感
謝
、
感
謝
。 

神
父
様
は
い
つ
も
笑
顔
で
、
八
戸

の
誰
が
ど
う
し
て
い
る
か
？
と
尋

ね
ら
れ
、
ま
た
私
の
体
の
こ
と
も
心

配
し
て
下
さ
り
、
御
見
舞
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
日
ま
で
寝
た

き
り
の
人
が
人
の
心
配
ま
で
し
て

く
れ
て
と
本
当
に
頭
が
下
が
り
ま

し
た
。
写
真
は
入
院
前
に
撮
っ
た
も

の
で
す
。
神
父
様
に
感
謝
し
つ
つ
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

夕
方
に
園
庭
を
う
ろ
つ
く
神
父 

大
湊
カ
ト
リ
ッ
ク
幼
稚
園 

園
長 

大
場
繁
夫 

土
井
文
雄
神
父
様
の
大
湊
教
会

在
任
中
は
、
病
気
加
療
中
で
あ
っ
た

た
め
、
神
父
様
と
幼
稚
園
相
互
に
予

定
が
立
て
に
く
く
、
園
児
の
お
泊
ま

り
保
育
と
卒
園
式
に
出
席
い
た
だ

い
た
程
度
で
、
園
児
の
ご
父
母
も
神

父
様
を
知
っ
て
い
る
方
は
極
め
て

少
数
と
い
う
関
係
で
し
た
。 

そ
ん
な
中
、
神
父
様
は
天
候
が
許

す
限
り
司
祭
館
か
ら
坂
を
登
っ
て

幼
稚
園
へ
と
上
が
っ
て
こ
ら
れ
、
園

舎
と
園
庭
を
一
周
し
、
司
祭
館
に
帰

ら
れ
る
の
が
日
課
で
し
た
。 

夏
期
は
16
時
、
冬
期
は
15
時
30

分
と
時
間
は
正
確
で
、
初
め
は
何
を

し
て
い
ら
れ
る
の
か
分
か
ら
な
い

も
の
の
、
神
父
様
の
姿
を
見
れ
ば
、

掃
除
の
時
間
が
来
た
こ
と
を
職
員

は
知
り
、
掃
除
に
取
り
掛
か
っ
た
も

の
で
し
た
が
、
実
は
ロ
ザ
リ
オ
を
繰

り
な
が
ら
の
「
祈
り
の
日
課
」
で
あ

る
こ
と
が
後
日
分
か
り
、
わ
た
し
を

含
め
、
最
初
は
い
ぶ
か
し
が
っ
て
い

た
職
員
も
、
神
父
様
の
強
い
信
仰
心

に
深
い
感
銘
を
受
け
た
こ
と
が
思

い
出
さ
れ
ま
す
。 

田
舎
司
祭 元

寺
小
路
教
会 

渡
辺 

清 

ヒ
ゲ
さ
ん
が
元
寺
小
路
教
会
を
担

当
し
て
い
た
と
き
、
お
客
さ
ん
が
よ
く

見
え
て
い
た
。
取
り
次
ぐ
と
、
500
円
玉

を
渡
す
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
。
な
ぜ
、

500
円
な
の
か
と
聞
い
た
ら
、
の
り
弁
＋

ワ
ン
カ
ッ
プ
代
と
の
こ
と
。
お
客
さ
ん

は
500
円
玉
を
受
け
取
る
と
、
玄
関
に
散

ら
か
っ
て
い
る
靴
を
全
て
出
船
に
直

し
、
深
々
と
お
辞
儀
を
し
て
帰
っ
て
行

っ
た
。 

同
じ
こ
ろ
、
司
祭
館
の
２
階
に
島
田
実

神
父
が
住
ん
で
い
て
、
コ
ッ
ク
さ
ん
が
休

み
の
日
に
は
ヒ
ゲ
さ
ん
が
食
事
を
作
っ

て
い
た
。
一
人
で
の
食
事
は
味
気
な
い
も

の
だ
か
ら
、
お
相
伴
す
る
よ
う
に
と
言
わ

れ
、
何
度
か
ご
一
緒
し
た
。
食
卓
に
は
必

ず
５
品
が
並
べ
ら
れ
て
い
た
。
な
ぜ
、
５

品
な
の
か
と
聞
い
た
ら
、
「
島
田
神
父
さ

ん
は
口
が
こ
え
て
る
か
ら
、
こ
れ
位
の
品

数
が
必
要
な
の
だ
」
と
の
こ
と
。
気
の
使

い
よ
う
は
、
ま
る
で
嫁
さ
ん
だ
っ
た
。 

若
い
こ
ろ
に
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
（
カ
ト
リ
ッ

ク
青
年
労
働
者
連
盟
）
や
正
平
協
（
カ

ト
リ
ッ
ク
正
義
と
平
和
仙
台
協
議
会
）
の

立
ち
上
げ
に
担
当
司
祭
と
し
て
参
加

し
て
下
さ
り
、
活
動
と
資
金
の
両
面
を

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
も
ら
っ
た
。
本
当

に
力
づ
け
ら
れ
、
励
ま
さ
れ
た
。 

ヒ
ゲ
さ
ん
は
田
舎
司
祭
、
そ
の
ま
ま

の
ひ
と
だ
っ
た
と
思
う
。
感
謝
す
る
ば

か
り
で
す
。 

果
た
せ
な
か
っ
た
土
井
ま
ん
じ
ゅ
う 

 

八
戸
塩
町
教
会 

佐
々
木 

浩 

土
井
神
父
様
は
、
途
中
下
車
な
く
終

点
の
天
国
駅
ま
で
無
事
到
着
さ
れ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
長
い
間
お

世
話
に
な
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

生
前
神
父
様
は
御
自
分
の
葬
儀
の

際
、
会
葬
に
お
い
で
下
さ
っ
た
方
々
に

「
土
井
ま
ん
じ
ゅ
う
」
と
印
さ
れ
た
ま

ん
じ
ゅ
う
を
差
し
上
げ
た
い
と
希
望

さ
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
日
程
上
果

た
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ
。  

ま
た
、
神
父
様
の
葬
儀
に
お
別
れ
の

言
葉
を
と
仙
台
の
神
父
様
か
ら
ご
依

頼
が
あ
り
、
ご
挨
拶
の
中
で
「
神
父
様

方
は
皆
さ
ん
ど
う
し
て
頑
固
な
ん
で

し
ょ
う
。
特
に
土
井
神
父
様
は
頑
固
の

上
に
ク
ソ
が
つ
い
て
、
ク
ソ
頑
固
で
し

た
」
と
申
し
上
げ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

元
寺
小
路
教
会
で
の
告
別
式
、
司
教

様
は
じ
め
仙
台
教
区
の
全
て
神
父
様

方
、
多
く
の
シ
ス
タ
ー
方
の
前
で
大
変

失
礼
極
ま
る
言
葉
を
発
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
前
代
未
聞
、
反
省
と
後
悔
で

す
。 

 

【
写
真
＝
葬
儀
ミ
サ
の
ひ
と
コ
マ
】 

ヒ
ゲ
の
土
井
神
父
を
偲
ん
で 



 
（５） 

６
月
14
日
カ
ト
リ
ッ
ク
医
師
会
と

看
護
協
会
の
第
一
回
仙
台
支
部
交
流
会

が
盛
岡
市
四
ツ
家
教
会
を
会
場
と
し
て

開
催
さ
れ
た
。
主
日
の
ミ
サ
終
了
後
、

第
一
部
と
し
て
記
念
講
演
会
が
行
わ
れ
、

新
約
聖
書
（
四
福
音
書
）
を
ケ
セ
ン
語

に
翻
訳
を
さ
れ
た
山
浦
玄
嗣
（
は
る
つ
ぐ
）

先
生
（
大
船
渡
教
会
）
が
「
い
つ
で
も

明
る
く
活
き
活
き
生
き
る
―
聖
書
が
語

る
人
生
の
極
意
―
」
と
題
し
て
話
さ
れ

た
。
山
浦
先
生
は
ケ
セ
ン
語
に
よ
る
語

り
と
朗
読
、
ギ
リ
シ
ャ
語
原
典
の
解
説

を
交
え
、
現
在
の
日
本
語
訳
聖
書
の
な

か
で
お
か
し
い
と
思
っ
た
と
こ
ろ
を
取

り
上
げ
て
、
例
え
ば
、『
永
遠
の
命
』
と

い
う
訳
は
日
本
語
と
し
て
適
切
で
な
く
、

原
典
を
訳
す
と
『
い
つ
で
も
明
る
く
活

き
活
き

と
生
き

る
』
が

適
切
で

あ
り
、

イ
エ
ス

の
教
え

は
人
を

活
き
活

き
と
明

る
く
す
る
も
の
だ
と
い
う
。
他
の
教
会

か
ら
も
参
加
者
が
あ
り
、
約
80
名
の
人

達
が
、
熱
い
語
り
に
心
と
耳
を
傾
け
た
。 

 

第
二
部
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
医
師
会･

看
護
協
会
仙
台
支
部
（
青
森
・
岩
手
・

宮
城
）
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
交
流
会
が
行

わ
れ
、
仙
台
以
外
で
の
集
ま
り
は
初
の

試
み
だ
っ
た
が
、
指
導
司
祭
で
あ
る
鷹

觜
神
父
様
を
含
め
て
総
勢
18
人
（
医
師

会
16
名
、
看
護
協
会
３
名
、
重
複
１
名
）

が
集
ま
っ
た
。
岩
手
県
か
ら
６
名
、
宮

城
県
か
ら
12
名
が
参
加
。
昼
食
と
記
念

撮
影
の
後
、
戸
田
宏
先
生
か
ら
昭
和
50

年
に
盛
岡
で
カ
ト
リ
ッ
ク
医
師
会
が
発

足
し
た
こ
と
な
ど
会
の
歴
史
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
り
、
次
い
で
支
部
会
長
の

藤
村
重
文
先
生
と
早
坂
慶
春
先
生
が
仙

台
で
の
活
動
な
ど
に
つ
い
て
話
さ
れ
、

そ
の
後
参
加
メ
ン
バ
ー
の
自
己
紹
介
が

あ
っ
た
。
普
段
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
の

な
い
メ
ン
バ
ー
が
集
い
、
講
演
会
の
感

想
や
各
々
の
個
人
史
・
現
況
な
ど
に
つ

い
て
話
し
合
い
、
人
数
も
時
間
も
限
ら

れ
て
い
た
が
、
新
旧
の
メ
ン
バ
ー
が
お

互
い
に
知
り
合
う
機
会
と
な
り
、
新
た

な
関
係
を
築
い
て
い
く
た
め
の
大
切
な

一
歩
に
な
っ
た
。
今
回
交
流
会
開
催
地

と
し
て
準
備
を
し
て
下
さ
っ
た
岩
手
県

の
諸
先
生
方
、
会
場
準
備
な
ど
で
ご
協

力
下
さ
っ
た
四
ツ
家
教
会
の
皆
様
に
感

謝
。 

 
 

（
仙
台
支
部 

溝
口 

由
美
子
） 

あ
け
の
星
会
会
長
佐
山
淑
子

５
月
19
日
か
ら
21
日
、
大
分

別
府
湾
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
た
。
全
国
13
団

体
・
賛
助
会
員
、
世
界
カ
ト

リ
ッ
ク
女
性
団
体
連
盟
・
日

カ
連
顧
問 

宮
原
良
冶
司
教

（
福
岡
教
区
）
は
じ
め
司
祭

８
名
を
含
め
264
名

が
参
加
し
た
。 

 

19
日
は
、
開
会
行

事
に
続
い
て
年
次
総

会
が
行
わ
れ
、
活
発

な
質
疑
の
後
、
「
い

の
ち
を
守
る
運
動
」

基
金
の
支
援
先
で
あ

る
「
光
の
園
」、「
ふ

き
の
と
う
」
代
表
者

か
ら
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。
続

い
て
各
団
体
の
紹
介
と
１
年
間
の
活
動

報
告
が
な
さ
れ
た
。
日
カ
連
役
員
の
改

選
が
あ
り
、
新
会
長
に
山
口
紀
子
（
福

岡
）
他
役
員
の
紹
介
が
あ
り
、
事
務
局

も
名
古
屋
か
ら
福
岡
に
引
き
継
が
れ
た
。 

 

20
日
は
副
会
長
の
阿
部
正
子
（
仙

台
）
か
ら
国
際
婦
人
年
連
絡
会
に
出
席

し
て
の
報
告
が
あ
り
、
続
い
て
基
調
講

演
「
こ
う
の
と
り
の
ゆ
り
か
ご
を
通
し

て
」
が
あ
り
、
熊
本
慈
恵
病
院
理
事
長

蓮
田
太
二
氏
・
看
護
部
長
田
尻
由
貴
子

氏
か
ら
病
院
の
現
状
、
ケ
ア
の
問
題
、

今
後
の
課
題
な
ど
が
話
さ
れ
、
「
こ
う

の
と
り
の
ゆ
り
か
ご
」
を
通
し
て
親
子

が
育
つ
家
庭
が
一
番
大
切
で
、
親
の
愛

と
、
心
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
だ
と
強

調
さ
れ
た
。
昼
食
を
は
さ
ん
で
の
分
か

ち
合
い
の
後
、
日
出
殉
教
公
園
に
巡
礼

し
、
福
者  

加
賀
山
半
左
衛
門
親
子
の

強
い
信
仰
心
に
敬
意
を
表
し
祈
り
を
さ

さ
げ
た
＝
写
真
＝
。 

 

最
終
日
に
は
派
遣
ミ
サ
が
さ
さ
げ
ら

れ
、
宮
原
司
教
は
大
分
別
府
湾
で
大
会
が

開
か
れ
た
こ
と
は
日
カ
連
の
三
本
柱
で

あ
る
召
命
・
家
庭
・

い
の
ち
に
ふ
さ
わ

し
く
大
き
な
意
義

が
あ
っ
た
こ
と
、
信

仰
が
生
活
の
中
に

根
ざ
し
て
生
き
て

い
く
こ
と
は
大
切

で
あ
る
と
参
加
者

を
励
ま
し
た
。 

日本カトリック女性団体連盟第３５回大分大会 

大会テーマ〈輝く「いのち」を見つめて〉 

架
に
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
生
き
て
い
る

の
は
、
も
は
や
わ
た
し
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

キ
リ
ス
ト
が
わ
た
し
の
内
に
生
き
て
お
ら

れ
る
の
で
す
」（
ガ
ラ
テ
ヤ
２
・
20
）
わ
た

し
た
ち
は
、
パ
ウ
ロ
が
受
け
た
同
じ
無
償

の
愛
を
神
が
与
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ

と
を
感
じ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
心
の
本

当
の
喜
び
は
、
神
に
支
え
ら
れ
、
神
に
満

た
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
自
覚
す
る

こ
と
か
ら
始
ま
る
と
思
い
ま
す
。
ど
ん
な

所
に
行
っ
て
も
、
何
を
し
て
も
、
ど
ん
な

状
況
の
中
に
い
よ
う
と
も
神
は
わ
た
し
た

ち
の
内
に
お
ら
れ
、
わ
た
し
た
ち
の
た
め

に
働
い
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
信
仰
の

喜
び
、
神
の
愛
に
満
た
さ
れ
、
家
庭
の
な

か
で
、
共
同
体
の
な
か
で
共
に
生
き
、
励

ま
し
、
支
え
あ
っ
て
キ
リ
ス
ト
の
光
を
輝

か
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
教
会
共
同
体
も
変

え
ら
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

  

聖
パ
ウ
ロ
女
子
修
道
会 

青
木 

節
子 

こ
の
一
年
間
に
皆
様
も
パ
ウ
ロ
に

触
れ
、
パ
ウ
ロ
か
ら
受
け
た
も
の
を
感

じ
ら
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。 キ

リ
ス
ト
教
徒
を
迫
害
し
て
い
た

パ
ウ
ロ
は
、
ダ
マ
ス
コ
途
上
で
復
活
さ

れ
た
キ
リ
ス
ト
に
出
会
っ
て
か
ら
は
、

そ
れ
ま
で
の
生
き
方
、
価
値
観
を
大
き

く
変
え
ら
れ
て
い
っ
た
人
で
す
。
フ
ァ

リ
サ
イ
派
の
律
法
学
者
と
し
て
掟
の

遵
守
を
厳
し
く
守
り
、
そ
れ
を
生
き
る

こ
と
で
神
か
ら
の
救
い
が
あ
る
と
信

じ
て
い
ま
し
た
の
で
、
十
字
架
上
で
死

ん
だ
キ
リ
ス
ト
は
律
法
を
守
る
こ
と

を
し
な
い
軽
蔑
に
値
す
る
人
物
と
し

て
し
か
見
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
復
活
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
の
光
は
、

真
昼
の
太
陽
の
光
を
超
え
る
強
烈
な

も
の
で
し
た
。
彼
を
稲
妻
の
よ
う
に
打

ち
の
め
し
、
彼
は
神
を
見
ま
す
。「
主

よ
、
あ
な
た
は
ど
な
た
で
す
か
」
さ
ら

に
「
主
よ
、
何
を
す
る
こ
と
を
お
望
み

で
す
か
」
と
い
う
言
葉
を
口
に
し
ま

す
。
こ
の
瞬
間
パ
ウ
ロ
は
、
十
字
架
に

つ
け
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
と
、
彼
の
前
に

い
る
栄
光
に
満
ち
た
主
は
同
一
人
物

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
悟
り
ま
す
。

パ
ウ
ロ
の
生
き
方
を
完
全
に
変
え

て
し
ま
っ
た
こ
の
出
来
事
は
、
い
っ
た

い
何
を
も
た
ら
し
た
の
で
し
ょ
う
。
唯

一
の
価
値
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
彼

の
す
べ
て
、
絶
対
的
存
在
、
人
生
と
死

に
意
味
を
与
え
、
苦
し
み
、
喜
び
、
彼

の
生
き
る
世
界
そ
の
も
の
に
な
り
ま

し
た
。
完
全
に
キ
リ
ス
ト
に
捕
ら
え
ら

れ
て
し
ま
い
ま
す
。 

「
わ
た
し
は
、
キ
リ
ス
ト
と
共
に
十
字

架
に
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
に
つ
け
ら

パ
ウ
ロ
年
を
終
わ
る
に
あ
た
っ
て 

カ
ト
リ
ッ
ク
医
師
会 

看
護
協
会
仙
台
支
部 

第
一
回
交
流
会
を
盛
岡
で
開
催 



 
（６）

 

79
歳
で
世
を
去
っ
た
叔
母
が
残
し

た
、
小
さ
な
冊
子
に
、
彼
女
の
仙
台

空
襲=

写
真
下
＝
で
の
体
験
談
を
つ

づ
っ
た
一
節
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。 

 

１
９
４
５
年
７
月
、
突
然
の
警
報

が
鳴
り
、
大
き
な
黒
コ
ー
モ
リ
の
様

な
飛
行
機
（
Ｂ
29=

写
真
上
＝
と
言
っ

て
い
ま
し
た
）
が
、
上
空
に
来
た
か

と
思
え
ば
、
頭
上
か
ら
焼
夷
弾
（
し

ょ
う
い
だ
ん
）
が
降
っ
て
き
ま
し
た
。

防
空
壕
の
中
に
逃
げ
込
ん
だ
の
も

つ
か
の
間
、
入
口
か
ら
火
の
油
が
流

れ
込
ん
で
来
る
。
無
我
夢
中
で
壕
か

ら
は
い
出
た
も
の
の
、
手
も
顔
も
皮

膚

も

ボ

ロ

雑

巾

の

よ

う

に

垂

れ

下
が
る
。
助
け
を
求
め
て
も
、
同
じ

よ
う
な
人
々
が
、
泣
き
わ
め
き
な
が

ら
、
米
ヶ
袋
か
ら
向
山
方
面
に
逃
げ

た
。
…
気

が
つ
く
と

大

学

病

院

の

ベ

ッ
ト
の

上
。
熱
傷
の
痛
み
と
、
腐
れ
た
う
み

の
悪
臭
。
夜
の
暗
闇
で
も
、
う
っ
す

ら
白
く
光
る
ウ
ジ
虫
の
群
れ
。 

 

被
災
後
の
60
年
間
、
顔
、
手
、
足

に
深
い
ケ
ロ
イ
ド
の
痕
と
、
少
し
の

ス
ト
レ
ス
で
も
異
常
に
興
奮
し
、
ヒ

ス
テ
リ
ッ
ク
に
な
る
。
眠
り
に
入
る

と
、
う
な
さ
れ
る
日
々
。
叔
母
は
世

を
去
る
ま
で
、
苦
悩
を
負
い
続
け
た

一
生
で
し
た
。 

 

今
世
界
の
戦
場
で
は
、
こ
の
話
の

幾
数
十
倍
も
の
苦
悩
が
渦
巻
い
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

 

教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世=

写
真

下=

の
１
９
８
１
年
１
月
26
日
、
広

島
平
和
ア
ピ
ー
ル
「
戦
争
は
人
間
の

し
わ
ざ
で
す
。
戦
争
は
人
間
の
破
壊

で
す
。
戦
争

は
死
で
す
」

を
祈
念
す

る
た
め
に
、

「
日
本
カ

ト
リ

ッ
ク

平
和
旬
間
」

と
す

る
こ

と
を
決
め

ま
し
た
。 

 

幸
い
に
し
て
、
戦
後
64
年
の
間
に
、

日
本
の
侵
略
に
よ
り
犠
牲
に
な
っ

た
人
は
い
な
い
。
あ
の
敗
戦
後
に
成

立
し
た
日
本
国
憲
法
は
、
平
和
を
求

め
た
国
民
が
、
戦
争
の
放
棄
を
掲
げ

て
、
主
の
前
に
さ
さ
げ
た
切
な
る
祈

り
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。
今
、
日

本
の
政
治
家
は
、
こ
ぞ
っ
て
戦
争
の

出
来
る
国
へ
と
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
過
去
の
日
本
が
犯
し
た
戦
争

へ
の
道
は
、
二
度
と
踏
み
込
ん
で
は

な
ら
な
い
道
で
す
。
こ
の
平
和
憲
法

の
第
９
条
に
あ
る
戦
争
放
棄
を
守

る
た
め
に
、
松
浦
司
教
を
先
頭
に
立

ち
上
げ
た
「
ピ
ー
ス
９
の
会
」
も
、

カ
ト
リ
ッ
ク
者
共
々
、
知
恵
を
出
し

合
い
な
が
ら
９
条
の
輪
を
広
げ
て

い
ま
す
。 

 

１
９
４
８
年
発
布
の
世
界
人
権

宣
言
の
採
択
か
ら
昨
年
12
月
で
60

年
を
迎
え
ま
し
た
。
日
本
カ
ト
リ
ッ

ク
社
会
司
教
委
員
会
よ
り
「
す
べ
て

の
人
の
人
権
を
大
切
に
（
２
０
０

８
・
12
・
10
）
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
平
賀
司
教

の
年
頭
書
簡
に
も
発
表
さ
れ
た
と

お
り
、
神
が
、
人
を
神
の
似
姿
と
し

て
お
創
り
に
な
ら
れ
た
こ
と
を
心

に
留
め
、
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す

る
こ
と
を
私
た
ち
は
学
び
ま
し
た
。

ま
さ
に
戦
争
は
、
ど
ん
な
理
由
が
あ

っ
た
と
し
て
も
、
人
類
を
踏
み
に
じ

る
行
為
そ
の
も
の
で
し
ょ
う
。 

 

現
代
社
会
の
中
で
翻
弄
さ
れ
な

が
ら
も
、
キ
リ
ス
ト
の
ゆ
く
道
の
り

を
歩
み
た
い
の
で
す
。
私
一
人
の
力

は
小
さ
い
も
の
で
す
が
、
キ
リ
ス
ト

共
同
体
の
交
わ
り
の
中
で
希
望
と

勇
気
を
祈
り
求
め
ま
す
。 

①
７
月
12
日
（日
）
13:

00 

「松
浦
悟
郎
司
教
平
和
講
演
会
」 

盛
岡
四
ツ
家
教
会 

（盛
岡
市
宗
教
者
９
条
の
会
主
催
） 

②
７
月
15
日
（水
）
18:

30 

「
第
18
回
核
廃
絶
と
平
和
を
祈

る
ミ
サ
」（正
平
協
仙
台
主
催
） 

元
寺
小
路
教
会
小
聖
堂 

③
８
月
１
日
（
土
）
13:

30 

 

「
川
端
純
四
郎
さ
ん
講
演
会
」 

テ
ー
マ
・
憲
法
９
条
を
世
界
の
宝

に
（仮
題
）（正
平
協
仙
台
主
催
） 

元
寺
小
路
教
会
１
階
ホ
ー
ル 

④
８
月
９
日
（日
） 

平
和
を
求
め
る
ミ
サ
（
教
区
全
教
会
で

さ
さ
げ
ら
れ
ま
す
） 

⑤
８
月
27
日
（
木
）
18:

00 

「シ
ス
タ
ー
弘
田
し
ず
え
さ
ん
講
演
会
」 

テ
ー
マ
・今
、
イ
エ
ス
の
福
音
か
ら
世
の
中
を

見
る
、
祈
る
、
行
動
す
る
（正
平
協
仙
台
主
催
） 

元
寺
小
路
教
会
１
階
ホ
ー
ル 

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
平
和
旬
間
を
思
う

北
仙
台
教
会 

芳
賀 

ヒ
ロ
子

平和旬間関連行事

を
現
場
で
学
ぶ
こ
と
は
、
と
て
も
分
か

り
や
す
く
大
い
な
る
喜
び
が
あ
り
ま

し
た
。 

い
つ
も
神
様
が
そ
ば
に
い
て
助
け

神
様
が
私
を
必
要
と
し
て
い
る
・
・
・

と
い
う
思
い
で
走
り
続
け
ま
し
た
。 

４
年
後
、
初
奉
献
（
在
俗
奉
献
）
の

喜
び
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の 

日
、
与
え
ら
れ
た
み
言
葉
は 

「
い
つ
も
喜
ん
で
い
な
さ
い
。

絶
え
ず
祈
り
な
さ
い
。
ど
ん
な
こ
と
に

も
感
謝
し
な
さ
い
。
」
Ⅰ
テ
サ
ロ
ニ
ケ

５
・
16
‐
18
で
し
た
。 

初
奉
献
か
ら
８
年
後
、
永
久
奉
献
の

大
き
な
お
恵
み
を
頂
き
ま
し
た
。 

日
々
、
神
様
の
み
手
の
中
で
、
生
か

さ
れ
、
関
わ
り
合
う
人
々
と
共
に
キ
リ

ス
ト
の
お
恵
み
を
分
か
ち
合
っ
て
生

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

聖
マ
リ
ア
在
俗
会 

近
藤
京
子  

 
 
 
 
 
 

私
が
在
俗
会
に
入 

 
 
 
 
 

っ
た
き
っ
か
け
と
な 

っ
た
の
は
、
月
１
回
、
修
道
院
で

行
わ
れ
る
ミ
サ
で
ア
ジ
ア
の
人
々

と
の
出
会
い
で
し
た
。 

 

そ
の
人
た
ち
は
、
日
本
に
出
稼

ぎ
に
来
て
、
皆
夜
中
ま
で
働
い
て

い
ま
し
た
。
日
曜
日
も
夕
方
か
ら

仕
事
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

午
後
３
時
の
ミ
サ
に
は
沢
山
の

方
々
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
時
、
社
会
の
中
で
キ
リ
ス
ト

に
従
っ
て
生
き
た
い
と
い
う
願
望

が
強
く
な
り
、
知
人
か
ら
、
あ
る

神
父
さ
ま
が
在
俗
会
を
指
導
さ
れ

て
い
る
と
い
う
話
を
聞
き
、
そ
こ

で
、
聖
マ
リ
ア
在
俗
会
（
前
聖
母

カ
テ
キ
ス
タ
会
）
の
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。 

 

私
た
ち
の
会
が
「
世
に
あ
っ
て
、

て
、
世
の
人
々
と
と
も
に
、
世
を

キ
リ
ス
ト
の
新
し
さ
に
変
え
て
い

く
と
い
う
使
命
を
持
ち
、
社
会
の

中
で
信
徒
の
身
分
で
三
誓
願
を
生

   

き
る
会
」
と
の
説
明
を
受
け
た
と

き
、
わ
た
し
が
望
ん
で
い
た
の
は

正
に
こ
れ
だ
！
と
強
く
感
じ
入
会

を
希
望
し
ま
し
た
。 

会
社
に
勤
め
な
が
ら
養
成
を
受

け
る
の
は
、
正
直
言
っ
て
と
て
も

大
変
で
し
た
。
で
も
、
人
々
の
中

に
い
る
キ
リ
ス
ト
を
見
つ
け
、
キ

リ
ス
ト
の
福
音
を
生
き
る
生
き
方

分
か

や
す

大
い
な

喜
び
が
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★～シンポジウム～「すべての人の人権を大切に」 

日時：2009年7月11日（土）14：00～ 
会場：仙台教区カテドラル 元寺小路教会大聖堂 
発題者：谷 大二 司教（さいたま教区）菊地 功 司教（新潟教区）

    平賀徹夫 司教（仙台教区） 
司会：松浦 悟郎 司教（大阪教区） 
主催：日本カトリック社会司教委員会 

★第18回核廃絶と平和を祈るミサ 

日時：2009年７月15日（水） 
   18：30／ロザリオの祈り 19：00／ミサ 

（司式 ラシャペル・アンドレ神父）

会場：カトリック元寺小路教会 小聖堂 
主催：カトリック正義と平和仙台協議会 
連絡先：080-1827－8772（渡辺）  

★公開講演会 安らぎと平和をもたらすケアとは 

     －ドイツ・エイズホスピスにみる心のケア－ 
講師：ティーレ・ケルコヴィウス氏 

（エイズホスピス ハウスマリアフリーデン所長） 
日時：2009年8月22日（土）13：00～15：30（開場12：30）
会場：仙台市福祉プラザ 2階 ふれあいホール 
参加費：1,500円 
主催：NPO法人 臨床パストラル教育センター 東北ブロック 
問合せ：小野 TEL/FAX022-241-5029 

★第10回仙台ロゴス研究所公開講演会 

日時：2009年7月12日(日) 13：30～15：30 
会場：カトリック北仙台教会 信徒館 
演題：「近代における自然概念の誕生とガリレオ」 
   ～世界天文年ガリレオ400周年に際して～ 
講師：原田雅樹神父(ドミニコ会士・仙台白百合女子大学准教授）

問合せ：カトリック北仙台教会 TEL022-234－8540 
 次回予定 第11回「カトリック三校のボランティア活動」（仮題）

      第12回「中国の教会の昨今」（仮題） 
★仙台ロゴス講座 

日時：奇数月の第2土曜日 14：00～15：30 
①9月12日㊏ ②11月14日㊏ ③1月9日㊏ ④3月13日㊏ 
会場：カトリック北仙台教会 信徒館 
①聖パウロの回心（土倉 相 氏）②洞窟のキリスト（佐野 督郎）

③筆と剣「東南アジアにおける太平洋戦時下の日本文学者の関与

について」（アントニオ氏） 
④幼稚園児に伝える「いのちの大切さ」（森本 幸子氏） 

★仙台ロゴス定期勉強会 

 「地球を大切にする会」（偶数月の第3土曜日） 
 代表：猪岡 光 氏（東北大学名誉教授） 

福

島

県
 
 

松
木
町
教
会 

 

テ
ゼ
の
祈
り 

６
月
５
日
に
福
島
市
の
松
木
町

教
会
で
聖
霊
降
臨
を
テ
ー
マ
と
し

た
「
テ
ゼ
の
祈
り
」
を
し
ま
し
た
。

心
に
残
っ
た
の
は
「
聖
霊
が
わ
た
し

の
中
で
歌
い
、
聖
霊
が
わ
た
し
の
中

で
祈
る
」
と
い
う
歌
で
す
。
わ
た
し

が
歌
う
の
で
は
な
く
、
わ
た
し
の
中

の
聖
霊
が
歌
っ
て
い
る
。
わ
た
し
が

暗
闇
に
い
て
歌
え
な
い
時
も
わ
た

し
の
中
の
聖
霊
は
歌
い
続
け
て
い

る
。
疲
れ
る
こ
と
な
く
、
年
と
る
こ

と
も
な
く
、
い
つ
で
も
輝
き
続
け
て

い
る
。
わ
た
し
が
祈
る
時
、
わ
た
し

の
中
の
聖
霊
が
祈
っ
て
い
る
。
わ
た

し
が
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に
な
っ

て
祈
れ
な
い
時
も
わ
た
し
の
中
の

聖
霊
は
祈
り
続
け
て
い
る
。

「
聖
霊
来
て
く
だ
さ
い
」

（V
en
i
 S
an
ct
e
 S
pi
ri
tu
s

）
と
乞

い
求
め
る
祈
り
そ
の
も
の
も
、
わ
た

し
の
中
の
聖
霊
が
祈
っ
て
い
る
。

「
聖
霊
」
は
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
「
風
」

や
「
息
」
と
同
じ
言
葉
で
す
。
神
の

命
の
息
を
吹
き
入
れ
ら
れ
生
き
る

も
の
と
な
っ
た
人
間
に
は
、
い
つ
も

聖
霊
が
は
た
ら
い
て
い
ま
す
。
そ
の

は
た
ら
き
は
風
の
よ
う
に
、
見
え
な

く
て
も
そ
こ
に
あ
り
、
思
い
も
か
け

な
い
場
面
で
や
っ
て
来
ま
す
。
目
を

凝
ら
す
と
見
え
な
く
な
り
、
目
を
閉

じ
る
と
体
に
感
じ
ま
す
。
（
定
方
） 

宮

城

県

 
 

東
仙
台
教
会 

典
礼
研
修
会
を
開
催
し
て 

 

５
月
16
日
（
土
）
に
「
ミ
サ
に
お

け
る
オ
ル
ガ
ン
奉
仕
の
実
践
」
、
17

日
（
日
）
に
「
典
礼
聖
歌
歌
唱
指
導
」

を
、
講
師
に
国
立
音
楽
大
学
教
授
、

渋
谷
教
会
音
楽
監
督
の
小
田
賢
二

先
生
を
お
迎
え
し
て
開
催
し
ま
し

た
。 16

日
に
は
仙
台
地
区
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
遠
く
志
家
、
白
河
教
会
の

方
も
含
め
て
22
名
の
オ
ル
ガ
ン
奏

者
が
参
加
し
ま
し
た
。
「
聖
歌
は
自

分
の
心
の
祈
り
を
言
葉
に
し
て
表

現
し
歌
う
こ
と
、
信
仰
告
白
と
同
じ

で
す
。
オ
ル
ガ
ン
奏
者

は
奉
仕
を
行
う
時
に

ミ
サ
全
体
を
ど
の
よ

う
に
会
衆
に
歌
っ
て

欲
し
い
の
か
を
考
え

正
し
い
音
と
リ
ズ
ム

で
リ
ー
ド
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
」
と
の
指

導
が
あ
り
ま
し
た
。 

17
日
に
は
山
形
と
八
戸
塩
町
教

会
の
方
も
参
加
し
、
「
聖
歌
を
歌
う

時
に
は
歌
詞
を
三
回
読
み
、
覚
え
て

よ
く
言
葉
の
意
味
を
理
解
し
歌
詞

を
意
識
し
な
が
ら
歌
う
こ
と
を
積

み
重
ね
て
続
け
て
く
だ
さ
い
。
主
を

讃
え
る
こ
と
が
よ
り
活

き
活
き
と
で
き
る
よ
う

に
変
わ
っ
て
い
く
で
し

ょ
う
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
込
ま
れ
る
よ
う
な

小
田
先
生
の
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
た
軽
快
な
語
り

口
と
課
題
曲
を
使
っ
て

の
具
体
的
な
指
導
に
充

実
し
た
時
間
を
過
ご
し
、
ま
た
こ
の

研
修
会
を
通
し
て
他
教
会
の
信
徒

の
方
が
た
と
共
に
学
び
有
意
義
な

交
わ
り
の
時
を
与
え
ら
れ
た
恵
み

に
感
謝
し
て
終
わ
り
ま
し
た
。 

 

（
京 

早
苗
） 



 
（8）

新
刊
案
内

『
人
が
壊
さ
れ
て
い
く 

日
本
社
会
と

人
の
あ
り
よ
う
を
考
え
る
』 

著
者 

森 

一
弘
／
発
行 

女
子
パ
ウ
ロ

会
／
定
価 

７
０
０
円
＋
税 

「
人
が
壊
さ
れ
て
い
く
」
と
い
う
ド
キ
ッ
と

す
る
よ
う
な
言
葉
に
ま
ず
目
を
奪
わ
れ
て
し

ま
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
著
者
が
人
や
社
会
の
動

き
を
見
て
、
心
か
ら
痛
感
な
さ
っ
て
い
る
こ
と

だ
と
い
う
こ
と
が
、
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 

本
書
は
、
著
者
が
行
っ
た
二
つ
の
講
演
を
一

冊
に
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
講
演

タ
イ
ト
ル
は
、
「
人
が
壊
さ
れ
て
い
く
」
と
旧

約
聖
書
の
中
の
箴
言
の
言
葉
か
ら
取
ら
れ
た

「
ビ
ジ
ョ
ン
の
な
い
民
は
滅
ぶ
」
と
い
う
も
の

で
す
。 

若
者
た
ち
の
犯
す
犯
罪
が
、
目
を
惹
い
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
現
代
社
会
の
ひ
ず
み
の
影
響

を
受
け
て
い
る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
著

者
は
、
そ
の
原
因
と
し
て
、
豊
か
さ
し
か
知
ら

ず
に
育
っ
た
若
者
、
地
域
共
同
体
の
衰
退
、
競

争
の
論
理
に
む
し
ば
ま
れ
、
人
に
対
す
る
共
感

能
力
が
育
た
な
い
人
々
の
存
在
、
家
族
の
求
心

力
の
低
下
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
強
い
影
響
力
、

経
済
発
展
を
最
優
先
す
る
価
値
観
な
ど
を
挙

げ
て
い
ま
す
。 

社
会
が
抱
え
る
こ
れ
ら
の
重
大
問
題
を
解

決
す
る
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
人
の
大
切
さ
に

気
づ
き
、「
人
と
出
会
い
、
人
と
語
り
、
そ
の

悩
み
や
悲
し
み
、
喜
び
や
希
望
に
共
感
し
合

い
、
互
い
に
寄
り
添
い
な
が
ら
生
き
る
こ
と
、

そ
れ
が
、
人
間
に
と
っ
て
最
も
意
味
あ
る
も
の

で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
、
目
覚
め
る
」
こ
と
だ

と
著
者
は
指
摘
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
一
人

ひ
と
り
が
ビ
ジ
ョ
ン
や
理
念
を
持
っ
て
日
常

生
活
を
生
き
、
次
第
に
そ
れ
を
国
家
レ
ベ
ル
に

ま
で
広
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
訴
え
て

い
ま
す
。 

活 

動 

紹 

介 
東
仙
台
教
会 

草
刈
と
苗
木
の
植
樹 

６
月
14
日
朝
６
時
前
、
草
刈
の
た

め
皆
が
集
ま
る
。 

教
会
敷
地
の
雑
草
は
伸
び
、
綺
麗

に
咲
き
誇
る
ツ
ツ
ジ
の
景
色
、
皆
の
憩

い
の
場
所
が
見
え
隠
れ
す
る
。
梅
雨
時

を
前
に
草
刈
の
実
施
。
前
日
に
手
入
れ

し
た
草
刈
機
五
台
、
熊
手
、
箒
、
一
輪

車
、
リ
ヤ
カ-

を
前
に
各
自
の
分
担
を

確
認
、
四
ケ
所
で
作
業
開
始
。
そ
こ
に

は
一
生
懸
命
に
働
く
人
の
姿
が
…
…

信
仰
の
恵
み
と
喜
び
に
満
た
さ
れ
た

共
同
体
の
集
う
場
所
「
東
仙
台
教
会
」

作
り
を
目
指
す
強
い
願
い
が
連
帯
感

を
深
め
互
い
の
心
を
ひ
と
つ
し
て
く

れ
る
。
作
業
も
終
わ
り
婦
人
部
の
人
達

が
心
を
込
め
た
「
ご
飯
に
味
噌
汁
、
塩

鮭
納
豆
等
」
お
い
し
く
頂
く
。
ミ
サ
後

教
会
の
ボ
ー
イ
・
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
、

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
で
サ
ツ
キ
苗
木
の

植
樹
が
行
わ
れ
た
。
緑
の
羽
根
募
金
還

元
金
で
購
入
し
た
苗
木
。
教
会
敷
地
内

を
綺
麗
に
咲
き
誇
る
サ
ツ
キ
で
埋
め

尽
そ
う
と
の
大
先
輩
の
心
を
今
も
引

継
ぎ
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 

（
佐
藤 

定
雄
） 

仙
台
中
央
地
区
広
報
委
員
会 

共
同
宣
教
司
牧
の
仙
台
中
央
地
区

６
教
会
（
元
寺
小
路
・
東
仙
台
・
西
仙

台
・
八
木
山
・
畳
屋
丁
・
一
本
杉
）
の

広
報
担
当
者
が
奇
数
月
第
２
日
曜
日

に
元
寺
小
路
教
会
に
集
ま
っ
て
、
中
央

地
区
共
同
の
「
お
知
ら
せ
」
（
毎
日
曜

日
発
行
）
の
内
容
と
中
央
地
区
独
自
に

作
っ
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
に
つ
い
て

研
修
す
る
た
め
数
年
前
か
ら
、
シ
グ
ニ

ス
・
ジ
ャ
パ
ン
（
以
下
シ
グ
ニ
ス
）
が

開
催
す
る
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
講
習

会
」
に
毎
年
１
・
２
名
が
参
加
し
て
い

る
。 そ

の
流
れ
で
、
昨
年
11
月
、
元
寺

小
路
教
会
を
会
場
に
シ
グ
ニ
ス
の
主

催
で
「
教
会
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
セ
ミ

ナ
ー
in
仙
台
」
を
開
催
し
た
。 

今
年
度
は
、
さ
ら
に
一
歩
踏
み
込
ん

で
シ
グ
ニ
ス
に
中
央
地
区
広
報
委
員

会
と
し
て
団
体
入
会
し
た
。 

今
後
、
シ
グ
ニ
ス
と
の
連
携
を
と

り
な
が
ら
、
広
報
活
動
は
も
と
よ
り
、

福
音
宣
教
に
資
す
る
活
動
を
続
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
（
岩
井
） 

訃
報 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Sr
．
マ
リ
・
ジ
ョ
ゼ
フ
ィ
ン
・
ド
ゥ
・
ラ
・
プ

ロ
ヴ
ィ
ダ
ン
ス
0.P
． 

柳
瀬 

實
子 

（
ド
ミ
ニ
コ
会
ロ
ザ
リ

オ
の
聖
母
修
道
院
） 

１
９
２
５
年
４
月
８
日
生
ま
れ 

１
９
４
８
年
岐
阜
教
会
で
受
洗 

１
９
５
５
年 

入
会 

１
９
５
８
年
５
月
10
日 

初
誓
願 

２
０
０
９
年
４
月
26
日 

帰
天
84
歳 

ス
ー
ル
・
マ
リ
ア
・
ロ
ザ
リ
オ 

三
ツ
谷 

絢
子 

（
シ
ャ
ル
ト
ル
聖

パ
ウ
ロ
修
道
女
会

院
紫
山
修
道
院
） 

１
９
４
９
年
４
月
17
日 

受
洗 

１
９
５
８
年
４
月
29
日 

入
会 

１
９
６
６
年
８
月
28
日 

終
生
誓
願 

２
０
０
９
年
５
月
２
日 

帰
天
81
歳 

白
百
合
学
園
中
・
高
等
学
校
や
盛
岡
白

百
合
学
園
中
・
高
等
学
校
で
教
諭
、
教

頭
を
務
め
、
１
９
８
９
年
４
月
か
ら
仙

台
白
百
合
学
園
小
・
中
・
高
等
学
校
の

校
長
。
１
９
９
９
年
４
月
か
ら
紫
山
修

道
院
長
に
な
る
。
い
つ
も
温
か
い
柔
和

な
笑
顔
と
ユ
ー
モ
ア
で
人
に
接
し
、
心

遣
い
の
細
や
か
な
姉
妹
で
し
た
。 

Sr
．
マ
リ
ア
・
サ
ル
ヴ
ァ
ト
ー
レ 

小

笠

原

綾

子

（
殉
教
者
聖
ゲ
オ

ル
ギ
オ
の
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
修
道
会
） 

１
９
３
６
年
８
月
26
日
生
れ 

１
９
５
６
年
12
月
24
日 

受
洗 

１
９
６
６
年
３
月
24
日 

入
会 

１
９
６
９
年
１
月
11
日 

初
誓
願 

１
９
７
６
年
８
月
12
日 

終
生
誓
願 

２
０
０
９
年
５
月
27
日
帰
天
72
歳 

 
 

 

私
の
気
分
転
換 

 

真
夜
中
の
ス
ト
レ
ッ
チ 

松
木
町
教
会 

定
方 

一
悦

教
師
と
い
う
職
業
の
せ
い
か
、
自
宅

で
仕
事
を
す
る
こ
と
が
多
い
。
夜
遅
く

な
っ
た
り
精
神
的
に
追
い
詰
め
ら
れ

た
り
す
る
と
一
人
で
ス
ト
レ
ッ
チ
を

始
め
る
。
体
幹
の
緊
張
を
ゆ
る
め
、
首

の
筋
を
一
本
ず
つ
伸
ば
し
体
を
大
き

く
ゆ
っ
く
り
回
す
。
浅
く
な
っ
て
い
た

呼
吸
が
少
し
ず
つ
深
く
な
っ
て
い
く

の
が
わ
か
る
。
股
関
節
を
ゆ
る
め
骨
盤

を
前
に
押
し
出
す
と
へ
そ
の
下
ま
で

息
が
落
ち
る
。
で
息
が
落
ち
る
。
腹
の

腹
の
底
か
ら
淀
ん
だ
澱
の
よ
う

な
も
の
が
吐
き
出
さ
れ
て
い
く
。
耳

に
響
い
て
い
た
キ
ー
ン
い
う
音
が

消
え
夜
の
静
か
さ
が
体
に
し
み
る
。

ほ
う
っ
と
た
め
息
を
つ
く
と
肩
の

力
が
抜
け
て
自
然
に
あ
く
び
も
出

て
く
る
。
ふ
と
昔
の
出
来
事
や
古
い

友
人
な
ど
が
脈
絡
な
く
心
に
浮
か

ん
で
は
消
え
て
い
く
。 

そ
の
ま
ま
眠
れ
れ
ば
ぐ
っ
す
り
安

眠
で
き
る
の
だ
が
、
そ
こ
か
ら
ま
た

一
仕
事
。
夜
空
の
向
こ
う
に
は
明
日

が
も
う
待
っ 

て
い
る
。 




